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　　いただきます。いただきます。
やまがたワインバル2018     かみのやま温泉



～かみのやま東西南北～

３

２年後に迫るオリンピックに向け
より大会を身近なものに

Pick-Up 02

オリンピックメダリストによる水泳教室

１_泳ぎ方を教
わりながら元気
いっぱいに泳
ぐ（23日・上山
小）／2_夢を叶
えようとするこ
との大切さを
講演し、子ども
た ち が 聴 き
入った（10日・
南小）

　東京オリンピック・パラリンピックホストタウン事業の
一環として、開催まで２年を切った同大会をより身近に感
じてもらい、その機運を盛り上げようと、７月６日～23日、
市内小学校で水泳教室が開かれました。
　森田智己さん（2004年アテネオリンピック競泳男子銅
メダリスト）を講師に招き、手本を見せてもらいながら、
泳ぎ方や練習方法のポイントなどを教わった子どもたち。
　参加した中川瑠星さん（南小５年）は「メダリストの泳
ぎはとても早くて驚きました。フラフープを使った練習な
どは慣れなくて難しかったけど、これからの練習に活かし
たいです」と笑顔を見せました。
　「東京オリンピック・パラリンピックは東京だけじゃなく
“日本全体”で開催するもの」と話す森田さん。「応援する
ことも立派な参加。合宿に来た外国選手に母国語で『ガ
ンバレ！』と話しかければ選手は喜ぶし、その選手が活躍
すれば自分たちもうれしくなる。自分にできる協力の形を
見つけてほしい」と呼びかけました。
　教室の最後に、森田さんに持参いただいたオリンピッ
クの銅メダルに触れた子どもたちは、目をキラキラと輝か
せました。
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花国技建株式会社
東京都中央区

（花屋 剛 代表取締役／本市出身）

■寄附金の使い道（予定）
◇バスケットゴールの整備（三友エン
ジニア体育文化センター、南小体育
館）…1,500万円
◇市立図書館の図書の充実…500万円

市政発展のため
2,000万円を寄附

ありがとうございます

ありがとうございます ～みなさんの協力でキレイなまちになっています～

　６月20日、上山管工事協同組合の12人が、上
山配水池と周辺の草刈りを行いました。
　深瀬代表理事は「市民のみなさんのライフライ
ン確保の一つとして、毎年実施しています。ボラ
ンティア活動は緊急時のみでなく、平常時から行
っていくことが大切だと思います」と話しました。

上山管工事協同組合
(深瀬幸敏 代表理事)

河川一斉清掃

　７月１日、市内14の河川や雨水幹線で、草刈り
やごみ収集などが行われ、約5000人もの市民の
みなさんの協力により、堤防やその周辺道路がき
れいになりました。
　早朝から参加いただき、ありがとうございまし
た。

将来都市像の実現に向けた進捗確認
計画推進会議

　７月６・９日、第７次上山市振興計画の進捗状況などの
検証を行う「計画推進会議」が市役所で開催されました。
　検証されたのは、昨年度実施された89施策328事業。出
席した11人の委員からは、施策の内容や状況に対する疑問
点や改善策など、積極的に意見が出されました。
　市は今後も、進捗状況を確認しながら、本計画に沿った
市政運営を進めていきます。
※詳細は市ホームページでの掲載を予定しています。

Pick-Up 01

上山市
交通安全

推進協議会
表彰

交通安全功労感謝状
奧村敏子さん（金谷）

◇梅津由紀さん（長清水１）

交通安全功労表彰

◇上山市警友会
（交通事故防止協力班）

◇株式会社丹野こんにゃく
（丹野益夫 代表取締役会長）

上山市
防犯協会

表彰
◇川崎富明さん（石堂）

防犯功労者表彰

◇髙橋正之さん（甲石）

夏を安全・安心に過ごしましょう
第１回安全安心なまちづくり上山市民大会
”明るいやまがた”夏の安全県民運動上山市出発式

Pick-Up 03

大会の参加者たちが出発する車両を見送った

　７月19日、「第１回安全安心なまちづくり上山市民大会」
が三友エンジニア体育文化センターで開催され、約200人
が参加しました。
　席上、塚田副市長は「この大会をきっかけに、市民のみ
なさんの事件・事故を防ぐ機運をさらに高め、“安全安心な
まち”の実現を進めていきたい」とあいさつ。また、交通安
全や防犯に貢献された個人や団体が表彰されたほか、地
域の安全性の向上を目指す「大会宣言」や、交通安全を再
確認するDVDの鑑賞などをとおし、参加者は“安全”に対す
る意識を高めました。
　併せて、「“明るいやまがた”夏の安全県民運動上山市出
発式」も開催され、啓発運動に向かう車両を見送りました。
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1_出演者と来場者全員による「ふるさ
と」の合唱／2_上山明新館高等学校邦
楽部のみなさんによる雅な琴の演奏
が、聴衆を楽曲の世界観に引き込む／
3_女声合唱団「上山こまくさ」のみな
さんによる美しく透き通るようなハー
モニーに来場者は癒された

　第64回上山市音楽会が三友エンジニア体育文化
センターで開催されました。
　発表したのは、市内で音楽活動を行う９団体。そ
れぞれ、合唱、オカリナ、琴、吹奏楽など、日頃の練
習の成果を発揮し、会場に響き渡るハーモニーが聴
衆を魅了しました。
　初めて訪れた人は「生で聴く演奏は迫力があって
素晴らしいです。みなさんが楽しく演奏していて、聴
いているこちらも楽しくなります。自分も楽器を演奏
してみたいです」と笑顔を見せました。

美しい“音色”に癒されて
上山市音楽会6月24日

１

３

　市少年少女球技大会（キックベースボール）
が市民総合運動広場で開催され、参加した子ど
もたちが元気いっぱいにプレーしました。
　地区の子ども会などで構成された７チームが
出場。大会は楽しみながらも真剣勝負。学年を
越えて支え合いながら熱戦を繰り広げました。
　参加した栗原忠延さん（上山小５年）は「相
手はとても強かったけど、勝つことができてとて
も嬉しいです。これからもみんなと楽しみながら
続けていきたいです」と笑顔を見せました。

勝利目指して飛んでいけ！
市少年少女球技大会

３

２

　　　　　　【大会結果】
◇優勝…KANAKAME☆VICTORY（金瓶）
◇準優勝…金瓶GReeeeN’s
◇第３位…金生ダイヤモンズ
◇ザ・ベストマナー賞…四ツ谷ブルーソックス

7月8日

１

１_「行けー‼」ピッチャーの渾身の一球を
全力でキックする／２_見事な投球の前に
惜しくも凡退「悔しい‼」／３_健闘するチ
ームメイトを笑顔で迎え入れる

武家屋敷人財育成講座
「第１回おとなの寺子屋」

　温泉街と城下町の風情を楽しんでもらおうと市
民ゆかたデーが開催されました。
　６日には、市役所、銀行や郵便局、旅館など、市
内計16の事業所で浴衣を着て業務が行われ、利用
者に涼しさをお届け。また７日には「やまがたワイ
ンバル2018㏌かみのやま温泉」の会場で無料の着
付けが行われ、多くの来場者がワインを味わいな
がら、風情を楽しみました。

デートDV防止啓発活動

楽しい夏休みを過ごすために
　国際ソロプチミストかみのやま（小野二三子会長）
が、上山明新館高等学校で、同校JRC・Sクラブの生
徒と警察署員と一緒に、デートDV防止を呼びかける
しおりを、登校する生徒たちに手渡しました。
　小野会長は「大人から一方的に言われるより、同世
代の人たちから呼びかけられた方が効果的。自分を大
切にして、楽しい夏休みを過ごしてほしいですね」と
話しました。
 

7月13日

みんなで作る“ゆかたの似合うまち”

　武家屋敷人財育成講座「第１回おとなの寺子
屋」が武家屋敷・旧曽我部家（市指定文化財）で
開催され、23人が受講しました。
　講師の木下愛理さん（茅葺師）は、茅葺きの技
術や工法などの解説のほか、茅の移植や栽培の
様子をユーモラスに紹介。受講者は「地域によっ
て茅葺屋根の葺き方が異なるのに驚きました」と
話しました。

どうなってるの？茅葺きの世界
6月30日

　国史跡の金山峠越え羽州街道で、今年度の第１回
市民史跡保全活動が行われ、市内外から参加した
20人が街道の除草や堆積した落ち葉や枯れ枝の撤
去のほか、倒木のチップ化を実施しました。
　また、阿子島 功さん（山形大学名誉教授）と鈴木 
曉さん（上山市文化財保護審議委員）による自然環
境学習会も開催。石積みなどの遺構や現地の植物
を観察し、故郷に対する理解を深めました。

歴史を後世に引き継ぐために
6月9日 第１回市民史跡保全活動

7月6日 市民ゆかたデー

１
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※県みどり豊かな森林環境づくり推進事業の支援を受けています。
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１_バードが実際に渡った堅磐橋（かきわ
ばし）。アーチを描く様子から眼鏡橋と呼ば
れることも／２_上山と山形の領境を示し
ていた掛入石（かくれいし）／１・２ともバ
ードが訪れて140年経った今もなお残る市
指定文化財である。

イザベラ・ルーシー・バード
（1831年～1904年）

　
　幼いころ病弱だったために、医者
に転地療養を勧められ、これをきっ
かけにして、22歳から70歳まで世界
各地を旅する。
　イギリス国家に認められ、女性初
の英国王立地理学会特別会員にな
り、ヴィクトリア女王へのお目見え
を許されたことも。
　著書に、ベストセラーとなった
「U N B E AT E N 　T R AC K S 　 I N 
JAPAN(日本奥地紀行)」がある。
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イザベラ・バードの
足跡を訪ねる後編／上山～金山

バードが歩いた道を
辿ってみませんか？

■日時　９月16日(日)８:30～17:00
■案内　渋谷光夫さん（アルカディ
ア街道IB倶楽部会長）
■コース　上山城～常磐橋跡～天
童・バード記念碑～楯岡～土生田～
猿羽根峠道～新庄～上台～金山～上
山城
■参加料　3,000円　※バス代、昼食
代、保険料などを含みます。
■定員　先着20人
■申込み・問合せ 上山城☎673-3660

イベント情報
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山口登市さん
公益財団法人上山城郷土資料館 事務局長

　上山をこれだけ称賛してくれた人は他にはいないと
思います。当時の風景や人々の生活を克明に記したバ
ードの客観的な記録はとても貴重です。バードが感激
した温泉宿のもてなしや美しいロケーションなどが今
でも数多く残っているのも上山の魅力の１つ。バード
を知り、心と体にうるおいを与えてくれる上山のすば
らしさをあらためて知ってほしいですね。
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　小国、小松、赤湯、上山、
山形、天童、新庄、金山を
１週間かけて踏破。バードが
通った道は「アルカディア
街道」と称される。

バードの歩いた道

Topic
Interview

時を超え、バードと重ねる理想郷

Pr�le
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公益財団法人　上山城郷土資料館

大場浩子学芸員

英国人女性旅行家　イザベラ・バードの足跡

　イザベラ・バードが、明治11年（1878）に来県してか
ら今年で140年を迎えます。彼女は46歳の時、アメリカ、
上海を経由して横浜に到着、その後、東京、日光を訪れ
たのち新潟県から小国町を通って上山まで来ています。
その後、東北を旅して北海道へと足を運びました。
　彼女は帰国後の明治13年（1880）「ＵＮＢＥＡＴＥＮ
ＴＲＡＣＫＳ　ＩＮ　ＪＡＰＡＮ」を出版しました。上山
温泉滞在時についても記述されており、当時の旅館の様
子や温泉の特徴、宿屋の娘の挿絵など貴重な情報を紹介
しています。日本では、昭和48年（1973）訳書「日本奥
地紀行」（高梨健吉訳）により初めて紹介されました。
　彼女は当初、赤湯温泉に泊まる予定でした。それが急
遽、上山温泉に滞在することになった理由については、
赤湯温泉での三味線や琴のうるささに耐えきれなかった
ことが原因であったと記しています。そのとき10マイル
（約16キロメートル）離れた上山まで新しい上等の道を
通ってきたとあり、当時出来たばかりの堅磐橋（かきわ
ばし）を歩いてきたのではないかと思われます。
　さて、彼女はいつ、どこに泊まったのか？その日はお
祭りがあったらしく、どの家にも提灯と旗があり、大勢
の人々がお寺の境内に集まり賑わっていた様子が記され

ており、彼女が上山を訪れたのは７月15日の石崎神社の
祭礼日であったと考えられます。
　また、泊まった宿について明記していませんが、その
宿の温泉については、鉄分を含み、硫化水素が強く、華
氏100度、105度、107度（摂氏約38度、41度、42度）と
３つの湯壷があると紹介しています。バードは蔵の一階
に泊まり、湯壷の一つは蔵の中にあって、彼女はその温
泉を思う存分堪能できたようです。現在は会津屋（旧よ
ねや跡にあった旅籠）に泊まったのではないかと考えら
れています。宿のおかみさんのことや、その娘たちは背
が高くて体格がよく、上品で機転がきく娘だと大変気に
入り、挿絵入りで紹介するなど、彼女にとって上山はと
ても好感の持てる町として印象付けられたようです。ほ
かにも日本独特な蔵の構造や福の神の大黒天についても
詳しく調べて記録してあり、彼女の観察眼、調査力、洞
察力には驚かされます。
　彼女の残した記録は、明治初期に外国人が見た上山、
山形、そして東北の状況を知ることのできる貴重な記録
です。今なお当時の名残をとどめる景観を頼りにバード
の足跡を訪ねてみてはいかがでしょうか。

旧会津屋付近より蔵王連峰を望む

3





東北芸術工科大学が
新たにデザイン。
空き家に新たな価値を創出

木造平屋建て　
■場所　南町4ー16　■敷地面積　235.1㎡　■床面積　86.95㎡

■内覧会日時
８月４日（土）・５日（日）・18日（土）・
19日（日）・25日（土）・26日（日）
いずれも午後１時～３時
■スケジュール
●申込受付期間　※市役所での受付は平日のみ。
９月１日（土）～７日（金）午前９時～午後５時　
●受付場所　◇建設課（市役所４階）
◇県すまい・まちづくり公社（山形市緑町一丁目）
◎当選者決定会
●日時　９月９日（日）午後１時30分～
●場所　上山市南部地区公民館

　一般的な「リフォーム」と異なり、間取
りやデザイン、性能などを新たにデザイ
ンし、物件に新たな価値を生み出すのが
「リノベーション」です。
　平成30年３月７日に、本市、県、東北
芸術工科大学、県すまい・まちづくり公
社で締結した「地域づくり連携協定」に
基づく「空き家再生リノベーションプロ
ジェクト」により改修された物件です。

リノベーション住宅って？

問合せ　山形県すまい・まちづくり公社　☎0120-303-978　※内覧会については☎080-3149-2467へ。

※子育て世帯（小学生以下のお子さんがいる世帯）を対象に分譲します。価格など詳細につい
ては、内覧会会場で確認ください。

物件

物件



大切な人の遺品整理
お手伝いいたします

当社遺品整理士におまかせください
体調や年齢が原因で整理できない、時間がとれないなど







A Town to Nourish Body and SoulVol.20

　７月14日、宮城県仙台市内で「川島隆太教授のテ
レビいきいき脳体操セミナー」が開かれ、784人が参
加しました。
　席上、横戸市長が、認知症予防にもつながるクア
オルト健康ウォーキングの魅力や、包括的連携協定
を結ぶ太陽生命保険(株)との健康経営支援の取組紹
介を行ったほか、「認知症を予防して元気な未来を目
指す」をテーマとしたパネルディスカッションに登壇
しました。

加齢は人間の成長発達過程、
脳を鍛えることで認知症を防ぐ

　認知症患者の脳を活性化させる「学習療法」を提
唱し、「脳トレ」ブームを巻き起こしたゲームソフトを
監修したことで知られる川島隆太さん（東北大学加
齢医学研究所所長／教授）は、加齢を否定的に捉え
るのではなく、人間の成長発達の過程として受け入
れ、賢く対処する「スマート・エイジング」の考え方を
紹介。その上で「◇脳を使う習慣◇体を動かす習慣
◇バランスの取れた食事◇人との積極的な関わり、
これら４要素の均衡が大切。特に、脳を鍛えること
で、脳の回転速度や記憶容量が上がり、認知症予防
につながる」と話しました。
　また、荒井啓行さん（東北大学加齢医学研究所 脳
科学研究部門 老年医学分野教授）は、「加齢ととも
に認知症になる確率は高まるが、高齢でも認知症に
ならない人はいる。そこには生活習慣が大きく関係し
ている」と指摘しました。
　パネルディスカッションで横戸市長は「住み慣れ
た地域で最期までいきいきと幸せに暮らせる環境づ
くりが重要であり、それには一人ひとりの意識付け
と、地域コミュニティを大切にしていくことがポイン
ト」と述べ、川島教授は「認知症予防につながりそう
な手立ては様 あ々るが、いかに続けられるかが重要。
大学の立場ではデータに基づく楽しく有効なものを
世の中に出していくこと、自治体は継続した市民サー
ビスの提供、民間は予防に取り組んでいる人のやる
気を起こさせる商品の開発や提供など、それぞれの
役割に基づく連携が、認知症という大きな壁に風穴

約800人が詰めかけた
「いきいき脳体操セ

ミナー」

を開けることにつながる」と締めくくりました。

クアオルト事業そのものが、
認知症予防にもつながる

　本市で行うクアオルト健康ウォーキングは、舗装さ
れていないデコボコ道を歩くため、目で安全な場所を
探し足裏で確認しながらバランスを取ったり、不安定
な道を歩くことでたくさんの細かい筋肉や脳が刺激を
受けたりと、平坦な道を歩く以上に効果が期待されま
す。また、早朝ウォーキングで行われる、手を交差さ
せて石をキャッチする運動は、初めての場合なかなか
うまくいかず、「出来ない悔しさやもどかしさ」が、認
知症予防に向けて鍛えると良いと言われる脳の前頭
前野の血流を良くしています。
　豊かな自然の中での心地良い、そして人との交流
で仲間づくりにもつながる健康ウォーキングや、旬の
地元食材を使った栄養バランスに優れた食事、さら
には、カラダが生き返る温泉…クアオルト事業そのも
のが、健康増進だけではなく認知症予防にもつなが
るものと確信しました。
　現在、65歳以上の市民のうち、認知症を有する要
介護認定者は約15％。厚生労働省の推計によると、
2040年には、65歳以上の国民のうち、４人に１人が
認知症になると予測されています。
　脳を鍛え、クアオルトの取組を日常生活にうまく取
り入れることで、健康的な生活リズムを作り出し、今
のうちから賢く素敵に歳を重ねていきませんか？         
　　　（クアオルト推進室　保健師・髙橋ちぐみ）

早朝ウォーキングで毎朝行っている石投げ運動

クアオルトの取組で賢く素敵に歳を重ねよう
７月14日「いきいき脳体操セミナー」





➡次号は、８月31日発行です。※８月は今号のみの発行です。

●ふれあい相談　☎673－2750
◆一般相談（木曜日）午前9時～午後3時
　8月2日・９日・23日・30日
　9月6日・13日・20日・27日
◆無料法律相談（木曜日） ※要予約。
　8月2日、9月6日　午後1時～4時
　場所　市民相談室（市役所1階）
　問合せ　社会福祉協議会　☎673－2750
●教育相談　☎672－1111
　月曜～金曜日　午前9時～午後4時
　場所　教育相談室（市役所3階）
　問合せ　学校教育課　内線309
●行政相談　☎672－1111
　8月14日、9月11日　午後1時30分～4時
　場所　市民相談室（市役所1階）
　問合せ　市民生活課　内線124
●交通事故相談　☎630－3047
　月曜～金曜日　午前9時～午後4時
　場所・問合せ　県庁1階交通事故相談所

第48回かみのやま温泉全国かかし祭
かかし大募集！テーマ「平成のおもいで」

申込み・問合せ　市観光物産協会　☎672-0839

サンデー議会
　９月定例会で「サンデー議会」を行います。市
の将来に対する方針や、事務の執行状況などに
ついての一般質問をぜひ傍聴してください。
※当日は市役所地下の食堂を営業します。

■時間　９月９日（日）午前９時30分～
■場所　議場（市役所2階）

問合せ　議会事務局　内線251

今日の散歩道
▽市内小学校で行われた水泳教室の取材。オ
リンピックメダリストの森田さんがプールの壁
を蹴り、“けのび”だけで、25ｍプールを半分以
上進んでいく姿に、思わず「お～」と興奮して
しまいました。▽今回の教室をきっかけに、ス
ポーツやオリンピックに興味を持った子も多い
はず。上山からオリンピアンが誕生するのが、
今から楽しみです。（佐藤）

▽「イザベラ・バードって誰？」「何をした人？」
と記事を読んでいて思った人は、少なくないの
では。私もはじめはそうでした。取材を進める
中で、バードの探求心に圧倒され、世界中を旅
した彼女が上山を褒めてくれたことが嬉しくな
りました。▽バードや私たちのふるさとを探求
してみたら、いつもと違う“かみのやま”との出
会いが待っているかもしれません。（加藤）

金原勇人さん
ウッディファーム＆
ワイナリー
醸造・営業担当

◇シャルドネ…白ワインの王道。土地の風
土や造り手によって変わる多彩な味わい。
◇ソーヴィニヨン・ブラン…ハーブや柑
橘系の香りでスッキリとキレのある味わい。
　
　シャルドネを飲んで、もっとスッキリ
とした味がいいと思ったら、ソーヴィニ
ヨン・ブランのワインを飲んでみるな
ど、シャルドネとの比較で好みを探すの
がオススメです。

市内で生産されている品種の
栽培面積トップ５！（平成28年産）

１位　メルロ―／10ha
２位　カベルネ・ソーヴィニヨン／9.5ha
３位　シャルドネ／9.3ha
４位　セイベル9110（ヴェルデレイ）／4.5ha
５位　マスカット・ベーリーＡ／4.5ha

問.種類が多すぎて、どのワインを選べ

ばいいかわかりません。

→答.ワインに使われるぶどうは、世界
で数千種類の品種があり、ワインの味は
その品種によって大きく変わります。代
表的な６品種の味を覚えることが、好み
を見つける近道です。
赤ワインは「黒ぶどう（紫色の皮）」、
白ワインは「白ぶどう（黄緑色の皮）」
から作られます。

◎今回は代表的な６品種から、白ぶどうの
２品種を紹介します！ 9月1日号では黒ぶどうの４品種を紹介します！Next

歯周疾患検診を受けましょう！

　山形県後期高齢者医療広域連合では、高齢
期における健康を維持し、食べる楽しみをいつ
までも得られるよう、歯を失う大きな原因となっ
ている歯周疾患の予防を目的に、歯周疾患検
診事業を実施しています。お口の健康は、全身
の健康につながります。30年度の対象となって
いる人は、この機会にぜひ受診してください。

■対象　昭和17年４月１日～昭和18年3月31
日生まれで、保険証（後期高齢者医療被保険
者証）を持っている人
■場所　山形県歯科医師会に所属している歯
科医院
■期間　８月１日（水）～12月31日（月）

問合せ　県後期高齢者医療広域連合　☎023－784ー7100

■料金　無料
■受診方法　事前に受診する歯科医院に予
約してください。その際「山形県後期高齢者医
療広域連合の歯周疾患検診」であることをお
伝えください。
■持ち物　受診券・受診票・保険証

※平成30年７月27日付で、対象者に受診券・受
診票などを送付しています。紛失された場合や
不明な点は、問い合わせください。

自分の歯を大切に！
楽しい毎日は健康な歯から…

第33回上山市産業まつり出店者募集！

申込み・問合せ　市商工会　☎672-2057

第30年度ふるさと理解推進事業
「茂吉にふれ、金瓶を巡る」参加者募集！

■日時　8月20日(月)午前９時～正午
※三友エンジニア体育文化センター南側駐車場に集
合してください。同地で解散します。
■訪問先　斎藤茂吉記念館、金瓶学校
■定員　先着20人
■参加料　入館料として500円
■申込期限　8月15日(水)

申込み・問合せ　生涯学習課　内線314
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